




キリスト教のサカ

を捧げた，そしてどちらも相手の言葉を聞いた，さらに若者のスケッギイは彼らを噛った。

そこでソルバルドはこの様な詩をつくった。

私はこの立派な知らせを朗読する。

いかなる人も私に耳をかさなかった。

我々は犠牲の血を飛び散らし，異境の神に仕える

者のところで憎しみを持った。

年老いた魔女は異教徒の祭壇越しに

節度を無くし私に叫んだ。

私の神が神殿の女神官を押し潰すように｡
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知る限り誰一人西フィヨルド地区では彼等の言葉によっても洗礼を受けなかった。しかし

北地区では多くの人々が犠牲を捧げることを拒否し，彼等の偶像を破壊した，そして何人

かの人々は神殿税を支払おうとはしなかった。

3．賢者ヴエズバールの息子ソルバルズの教会について

賢者ヴェズバールの息子のソルバルズはアオスの彼の屋敷に教会をつくらせた。それは

異教徒だった人々にはとても気に入らなかった。バルズ出身のレーブの息子のソルバルド

の息子のクレヴイーという男がいた。彼は首領だった。彼はソルバルズがとても気に入ら

ず，彼はソルバルズの兄弟のアルンケイルに会いに行った，そしていっそ教会を燃やすか

或いは司教がそこに任用した聖職者を殺害することを彼の選択にゆだねた。その時アルン

ケイルは，彼の兄弟がちょっとした行いにひどい復譽をしなかったので，彼は彼の友人の

一人一人に聖職者に危害を加えることを放棄させた。教会を燃やすのを私はよい計画だと

思う，だが私は加わるつもりは無い，と答える。その後間もなくクレヴイーは夜に出かけ，

教会を燃やそうとした。彼等は全部で十人だった。彼等が境内に入ったとき，教会のすべ

ての窓から火が吹き出ている様に彼等には思われ，それゆえ教会中に火力ざ満ちている様に

彼等には思われたので立ち去った。彼は教会が燃えなかったということを知ると，次の夜

に彼とアルンケイルは出かけ，教会を燃やそうとした。彼等が教会を壊し，彼が枯れた小

さな白樺で火を着けた。火はゆっくりと燃え始めた。その時彼は腹ばいになり，敷居越し

に息を吹きかけて火を煽った。その時矢が彼の頭越しにすぐそばに突き刺さり，二番目の

矢力：彼のシャツと皮層の間に突き刺さった。そこで彼は飛び上がり，三番目の矢を待たな

いと叫んだ。そこでアルンケイルは家へ帰った。キリスト教が法律でアイスランドに取り

入れられる，十六年前6)にその教会は建てられた。司教ボートールフがホーラルにいた時，

それは建っていた，しかも芝生のう。レートを除いて何も手を加えられていなかった。
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えを受け入れた。彼は集会の後出発しもっと東のエイヤフィヨルドヘ行こうと思った。彼

は斧のフイヨルドのサングブランド小川とミイーヴァトゥンのサングブランド池で多くの

人々に洗礼を授けた，しかし彼はエイヤフイヨルドの人々の力の前にスキャアウルフアン

ダフリョトより先へ行けなかった。その時彼は東フィヨルドへ戻り，そこで信仰を教えた。

サングブランドは南を離れ西へ行った。

8．ソルブランドの殺人とノルウェー行き

サングブランドがアイスランドの人々の前で信仰を伝えた時，多くの人々が彼を噸笑し

始めた。グリーム岬のヴイークに住んでいた病弱のソルバルドがそれを行った。彼はサン

グブランドについての詩を作った，そして彼はこの詩をスカルドのウールフのために作っ

た：

私はウールフ，ウッグの息子に知らせを送るだろう

私は戦士に好意を抱いている。

彼は女々しい神の冒濱者を追い払う。

だが我々は他の者を追い払うつもりだ。

ウールフはそれに対してこのように詩作した

たとえ詩人が私に知らせを送っても，

私は迎えたりはしない。

おい，蝿を飲み込むのは私にはふさわしくない。

偽りの話しが動き回っている。

私は我々が大きな困難を見ると思う。

スカルドのヴェトゥルリイズイはまたサングブランドと他の多くの人々を噸笑する詩を

作った。彼等が西のフリョーツフリーズヘ行った時，－レイキャホール出身のアルの息

子グズレイブが彼と一緒だった－彼らはスカルドのベトゥルリイズイカ罫彼の召使達と

一緒に泥炭堀をしていることを知った。サングブランド一行はそこへ行き，そこで彼を打

ち殺した。グズレイブについて詩が作られた：

戦士は国の南で男の胸に武器を向けようとした。

抜群の戦士はスカルドのヴェトゥルリイズィの

頭の上で斧を叫ばせた。
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そこから彼等は西のグリム岬へ行き，へストライク（馬の小川）で病弱のソルバルドを訪

れ，彼をそこで殺害した。そこから彼等は戻り，二年目の冬の間じゅうハルと一緒にいた，

そして春にサングブランドは彼の船の準備をした。夏にサングブランドはこの殺人故に追

放を求めて訴えられた。彼は船を出航させた，そしてボルガールフィヨルドのヒイータル

アオに押し戻されてしまった。そこは今スキッパヒルの下方でサングブランドの船小屋と

呼ばれている，そしてそこの岩壁に彼の船のロープ°を固定するための石がある。しかし彼

等がそこにやって来たとき，その地域出身の人々が彼等とあらゆる取引を禁止するための

集会を開いた。サングブランドはクロッサアホル卜（十字架の丘）に行き，ミサを執り行

い，そこに十字架を建てた。ライキャルブークに住んでいたコルという男がいた。彼はど

うすべきか解らない程の食料を持っていた。サングブランドはそこへ行き，食料を彼から

買おうとした，しかし彼は売るつもりはなかった。彼等は食料を奪い取り，支払を預けた。

コルはヒータル岬へ下り，そこに住んでいたスケッギイビェルンに苦情を言った。彼はハ

ルと一緒にサングブランドに会いに行き，彼に略奪物を返し，それに対して償いをするよ

う要求した，しかしサングブランドはそれをきっぱりと拒否した。彼等はスタインホルト

（石の丘）の下の低湿地で闘った。そこでスケッグビェルンと八人の男達が倒れた。そこ

の低湿地にスケッグビェルンの墓がある，しかし他の者達はそこの低湿地の隣のランド

レークスホルトに埋葬され，そこにまだはっきり墓が見える。サングブランド側の二人の

男が倒れた。だが白のギツールはその出来事を聞いた時，彼はサングブランドを家に招き，

彼は三度目の冬はそこにいた。その冬サングブランドの船はヒータルアウから流され，か

なり壊れ，カオルブライクの南の土地に漂着した。そこでスカルドのレーフの母ステイヌ

ンはこの様な詩を作った：

ソールはサングブランドの長い船を

船を置いた場所から動かし，

それを揺り動かし，壊し，大地に押しつけた。

その船はもはや航海に耐えないだろう，

なぜならばソールによって引き起こされると言われている

激しい嵐がそれを破壊したからなんだ。

ソールは司祭の前で完全に船を壊した。

神々は船を押し流した。

キリストは船が壊れた時，それを守らなかった。

神力寄それをほとんど護らなかったと，

私は思った。
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サングブランドは賢者ケストに会うために，春に西のバルザストゥレンドヘ行った。そこ

でノルウェー人の凶暴な男が彼に決闘を挑んだ。サングブランドは承諾した。お前が俺の

肉体的な能力を見れば，お前は敢えて俺と闘わないだろう。俺は裸足で燃えている火を越

え，短剣の先端を俺の裸の身体の上へ落とす，どちらも俺を傷つけないと，その凶暴な男

は言った。サングブランドは，神が決めるだろうと，答える。サングブランドは火を清め，

短剣の上で十字を切った。凶暴な男は火を渡った時，足を火傷してしまった，そして彼が

短剣の上に倒れた時，それが彼に刺さり，彼はそれによって死んでしまった。たとえ異教

徒だったとしても多くの善良な人々はそれを喜んだ。その時ケストと彼の何人かの友人達

は一時的に洗礼を施させた。サングブランドは東行き，彼の船を修理させた。その船を彼

はヤオルンメイス（鉄の篭）と呼んだ。彼はフィヨルドを越えて南のヘブンヘ帆走し，入

江に入り，そこで順風を待った。そこはヘブンとベルクホルトの間で，その後はヤオルン

メイスヘブズと呼ばれている。彼は夏にオーラブ王に会いにスラオントヘイムに行った。

9．ヒャルティが追放の判決を下され，ノルウェーへ行く

夏の集会でサングブランドが伝えた信仰について激しい話し合い力爵あり，その当時何人

かは非常に神を冒濱した，しかし洗礼を施された者達は神々の悪口を言い，それによって

大きく二つの派に別れてしまった｡その時スケッギイの息子ヒャルテイがレークベルク(法

の岩）でこのちょっとした調刺詩を作った：

俺は神々冒漬するつもりはない，

俺にはプレイヤは雌犬だと思われる。

この風刺詩に首領イェルンドの息子のウールフの息子である首領ルノールフは答え，ヒャ

ルテイを涜神で訴えた。彼はその瞬間に正義よりも彼の力と頑固さを示した，というのは

彼力ざエクサルアウルブルーにいて，両方の橋のたもとを武器で守らせる以前には判決を守

らせることは出来なかったのだから。それでゴズダール出身のソルケルの息子のソルビェ

ルンが判決を引き受け判決前に事態を要約するまで，誰も事態を要約しえなかった。この

法廷でヒャルテイは濱神故に三年間の追放にされた。夏に彼は故郷のスヨールスアオダー

ルで造らせた船で外国へ行くことにした，そして船を西のラングアオ沿いに海へ向け，彼

等が川沿いに下って行った時，男が川沿いに走り，手に槍と楯を持っていた。心臓がある

べき所にお前のために藁箒がある，とヒャルテイは彼に言った。その男はヒャルテイの方

へ槍を投げた，しかしヒャルテイは楯を掴んだ，そこに槍がぶつかった。ヒャルテイの部

下達は陸に跳び上がり，彼を捕らえ，彼が誰だか尋ねた。彼はナルブイというと言った，

そしてルノールフがヒャルテイの首のために送ったのだ，（もしヒャルテイを殺せば)彼は
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追放を免除されることになると話した。私はお前により良い忠告が出来る。お前は私と一

緒に外国へ行く，そして私はお前を追放から解消するだろうとヒャルテイは話した。ヒャ

ルテイは外国へ行き，秋に北のスラオントハイムにオーラブ王を訪ねて行った。その時彼

の親戚の白いギツールがアイスランドからやって来ていた。

10．ギツールとヒャルティがキリスト教の教えを受け入れる

オーラブ王はハオロガランドをキリスト教に改宗さ’彼は秋にニザロースヘ行った。そ

こには船を自由に出来る多くのアイスランド人達がいた。孔雀のオーラブの息子のキャル

タン，アースケイルの息子のカオルブとソルレイクの息子のボリが一隻の船を率いてた。

また力のあるグズムンドの息子のハルドール,プレイの神官ソールズの息子のコルベイン，

首領ルノールフの息子のスベルティング，オータルの息子のハッルフレーズ，ネフョール

クの息子のソーラリンが船を統率していた。これらは皆異教徒だった。彼らは町の前にい

て，陸に沿って南へ行こうと思っていた，しかし王が北から来る前に，彼らは順風を得ら

れなかった。人々が町から泳ぎに行ったのは良い天気の日だった，そして船に乗った時，

彼らは一人の男が他の人々より上手な泳ぎ手であることに気がついた。ソルレイクの息子

のボリは彼の友人のキャルタンに，何故お前はその有能な男と泳ぎを競わないのか，と話

した｡キャルタンは私は彼と泳ぎを競うつもりはないと話した｡お前の競争心は何処へ行っ

てしまったんだとボリは言い，服を放り投げた。その時キャルタンは飛び上がり，服を脱

ぎ，ボリに落ちつくように頼んだ。キャルタンは飛び込み，男に襲いかかり，彼を沈め，

しばらくの間下に押さえつけた。その後彼等は浮き上がり，キャルタンは彼をもう一度沈

め，キャルタンが浮き上がろうとした時，その男がキャルタンを握まえ，しばらくの間彼

を押さえつけた。三度目にその男はキャルタンを沈め，彼を長い間下に押さえつけたので

彼は窒息するところだった。それから彼等は陸へ泳いで行った，そしてこの男はキャルタ

ンに，彼が誰と水泳で競ったのか，彼が知っているかどうかと尋ねた。彼はそれを知らな

いと言った。彼はキャルタンに緋色のマントを与え，彼が誰と水泳で競ったのか解るだろ

うと彼に言った。キャルタンはこの男がオーラブ王だと気がついた。彼は彼に高価な贈り

物のお礼を言った。キャルタンが王から贈物を受け取った時，異教の人々はそれにに不満

を表明した。聖ミカエルの祝日（9月29日）に多くのアイスランドの人々はミサを聞き，

キリスト教の人々の風習を見るために出かけ，戻って来た時，彼等は彼等の振る舞いがど

の様に彼等に気に入ったか互いに話した｡キャルタンと他の小数の者は満足したと言った。

王はすぐにそれを知り，キャルタンを呼び，彼がキリスト教を受け入れるつもりかどうか

尋ねた。キャルタンはそうすることが出来るので，拒まないだろうと言った。彼が何を望

んでいるか，王は尋ねる。「私がここに来ないとしても，私がアイスランドで期待するより

少ない名誉を貴方が私に与えないことを｣。王はそれを承諾した。キャルタンは洗礼を施さ
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れ，彼が白い洗礼用の服9)を着ている間，（王宮に）招待された。その時司祭サングブラン

ドがアイスランドから王の所へやって来て，どの様な敵意を人々がそこで彼に示したかを

話し，キリスト教がそこで実現されるだろうということは期待出来ないと説明した。その

時王は怒り，彼は多くのアイスランド人達を捕らえ，鎖につながせ，何人かを殺害し，何

人かの（身体の）を切断すると脅した。そして何人かは（持ち物を）奪われた。彼等の父

親達がアイスランドで彼の知らせを不名誉に受け入れたことに対して彼等に償いをさせよ

うと王は言った。ヒャルテイとギツールはその時人々のために頼み，（彼等は)人々が洗礼

を受けるなら，あらかじめ平和がないということを準備する必要はないと，王力寸話したと，

言った。ギツールは王との彼の親戚関係を引き合いに出した。彼の母アオレーフはヴァイ

キング・カオリイの息子の首領のベズバールの娘だった，そしてオーラブ王の母アオスト

リーズはベズバールの兄弟のエイリークの娘だった。思盧深く行動したならキリスト教が

アイスランドで認められることは期待出来ると思うとギツールは話した。しかしサングブ

ランドはそこでここと同じようにかなり言語道断に振る舞い，彼はそこで何人かの人々を

殺した，そして人々には外国の男からそれを取り入れるのは難しく思われた。オーラブ王

は，お前とヒャルテイがキリスト教がアイスランドで認められる企ての指揮を約束するな

ら，すべての人々は平和を持つだろう，しかしこの取り決めがどうなるか知る迄，アイス

ランド人の中で一番適当だと思われる人々を，私は人質に取るだろうと，言う。このため

に王はオーラブの息子のキャルタン，力のあるグズムンドの息子ハルドール，プレイの神

官ソールズの息子のコルベイン，焼き殺しのフロスイの兄弟，首領ルノールフの息子スベ

ルテインクの名前を挙げた。スベルテインクの名前が話された時，彼の父がヒャルテイを

罪が無いのに訴え，ヒャルテイが彼を言葉で助けたので，スベルテイングはふさわしくな

いと一人の男が話した。サングブランドはヒャルテイは敵対する者より良い物を持つとい

うことをしばしば示すだろう，主よ，ヒャルテイとギツールを親切にお迎え下さい，何故

ならば彼等はしばしば善で悪しき状況に報いるからなんだと答える。ヒャルテイとギツー

ルは王の知らせをアイスランドで広めることを承知した，しかしその後そこにいたすべて

のアイスランド人達は解放され，洗礼を施された。オーラブ王はハッルフレーズの代父を

勤めた，彼はそうでなければ洗礼を受けることを望まなかったので。その時王は彼を面倒

なスカルドと呼び，彼に命名に際し剣を与えた。ギツールとヒャルテイは冬は王と一緒に

いた，そしてギ､ソールは封臣達より内側で乾杯する王に向かいあって座った。王と共にア

イスランド人の人質達は良い取扱いを受けた。

11．キリスト教が法律で取り入れられたことについて

春にヒャルテイとギツールはアイスランドへの船を用意した。多くの人々がヒャルテイ

にそのことを思いとどまるように忠告した，だが彼はそれを気にかけなかった。夏にオー
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ラブ王は国から南のヴインランド行った。その時彼はエイリークの息子レイプを教えを知

らせるためにグリーンランドへ送った。その時レイプは素晴らしいヴイーンランドを見つ

けた。彼はまた海で難船した人々を見つけた。それ故彼は幸運のレイプと呼ばれた。ギツー

ルとヒャルテイは焼き殺しのフロシイがアルナールスタックスヘイズを越えて全島集会に

行った日に，デイルホールマオース前に到着した。その時彼（フロシイ）は彼等の方へ漕

ぎ寄せて来た人々から彼の兄弟のコルベインが人質に取られたことと，ヒャルテイー行の

任務についてのすべてを知り，彼はこれらの出来事を全島集会で話した。彼等は同じ日に

ヴェストマン島に着き，彼等の船をヘールガエイルに着けた。そこに彼等は彼等の衣服と，

彼等が桟橋を造った所に教会を建てるように決められオーラブ王が切らせた，教会建築用

の材木を運んだ。教会が建てられる前に入り江のどちら側に置くかくじで決められ，北側

になった。そこは以前偶像と石の祭壇があった。彼等は国に入る前に二日島にいた。人々

が集会に行った日のことだった。彼等はラングアオの東で旅行に必要な物も乗馬も手に入

れられなかった，何故ならばそこではどの家にもルノールフの支持者達がに住んでいたか

らなんだ。彼等はハオフのアオスケートの息子のスケッギイの所まで行った。彼は集会へ

の馬を彼等に与えた，だがヒャルテイの姉妹コルトオルヴァを妻にしていた彼の息子のソ

ルヴァルドは以前に出発していた。彼等はレーガルダールに行った時，ヒャルテイが十二

人の男と残るということを守った,何故ならば彼は追放された男'0)だったからだ｡ギツール

ー行はエールフースヴァトゥンのヴェラッアントンカトラ迄行った。その時彼等は，彼等

の友人達と親戚の者達が彼等の方へやって来るようにと，知らせた。彼等はその時，彼等

の敵達が彼等の集会場所への立ち入りを拒もうと考えているということを知った。彼等が

ヴェラッアントカトラを去る前に，ヒャルテイー行がそこにやって来た，その時彼等の親

戚の者達と友人達が彼等の方へやって来た。それから彼等は大勢の人々と集会へ行き，ギ

ツールの姉妹の息子のエリズイ・グリームの息子のアオスグリームのテントへ行った。そ

の時完全武装した異教の人々が集まり，すんでに殴り合いを始めるところだった，だがキ

リスト教徒ではないにもかかわらず面倒を避けるつもりの幾人かの人がいた。オーラブ王

力：ヒャルテイとギツールに世話してやった司祭はソルモーズという名前だった。彼は翌日

ヴェストフイヨルドの人々のテントの上の峡谷の縁でミサを執り行った。そこから人々は

レークベルク（法の岩）へ行った。そこでは七人の人々が華やかに着飾っていた。現在ス

カルズの東にある二つの十字架を彼等は持っていた。一つはオーラブ王の崇高さを，もう

一つはスケッギイの息子のヒャルテイの崇高さを表した。レークベルク（法の岩）にはす

べての集会参加者力ざいた。ヒャルテイー行は燃えている香を持ち，風に向かっているのに

風の前のように香を感じた。その時ヒャルテイとギツールは彼等の知らせを上手に，勇敢

に伝えた，しかし人々はどうして彼等が勇敢で，どうして彼等が上手に話したのか不思議

に思った，そして大きな恐れが彼等の言葉に従ったので，彼等の敵のうち一人として彼等
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に敢えて反抗しようとしなかった。次々に証人の名前を挙げるということが起こった，そ

してキリスト教と異教の人々の各派が互いに法律共同社会'1)の解消を通告した。その時男

が走って来て，エルフスで火山が噴火し，それは首領ソーロッドの屋敷に及ぶだろうと話

した。その時異教の人々は，神々がそのような話に腹を立てるのは不思議ではないと話し

始めた。その時首領スノリは今我々が立っているここの溶岩の土地が燃える時，神々は何

について腹を立てたのか，と話した。その後で人々はレークベルク（法の岩)から去った。

その当時キリスト教の人々はシーザ・ハルがキリスト教に従うよう彼等の法律を通告する

ように頼んだ。当時法を話す人の職を占めキリスト教徒及び異教徒どちらにも法を通告し

た首領ソルケイルをハルは銀50で買収した，彼は当時洗礼を施されていなかった。人々

力：テントに入って行った時，ソルケイルは横になり，羊の毛皮で頭を覆い，一日中そして

翌日の同じ時刻まで横になっていた。異教の人々はその時大勢の人々を集め，集会を行い，

各地区の二人の男を犠牲にすることを決定し，キリスト教を国に広まらせないよう異教の

神々に頼んだ。ヒャルテイとギツールはキリスト教の人々ともう一つの集会を持ち，彼ら

は異教の人々と同じ人数の人間の犠牲を持つつもりだということを，説明した。彼等は，

異教徒達は一番悪い人達を犠牲にし，彼等を岩や切り立った岩壁の前で突き飛ばす，しか

し我々は美点に関して選ぼう，そして我々の主イエスキリストに基ずいて勝利の犠牲と呼

ぼう。それ故我々は以前より良くそしてより罪を避けるよう用心して用心して暮らすべき

だ，そして我々二人，ギツールと私は我々の地区のための勝利の犠牲に赴くだろう，と話

した。東フィヨルド地区のためにシーザのハルとセイザールフイヨルド出身のソーラリン

の兄弟であるレイザールフイヨルドイヨルドの北のクロスヴイーク出身のソルレイブが出

かけて行った。インギレイフが彼等の母だった。彼をデブのケテイルがキリスト教故に矢

のヘルギの同意を持って召喚した。その時天気が悪くなったので，ケテイルはソールレイ

フの所へ晩に行き，素晴らしいもてなしを受け，喜んだ。それ故召喚は中止になった。そ

して北地区出身者からは勝利の犠牲のために老フレンニイと賢者ベーズヴァルの息子のソ

ルバルズが出かけ，西フイヨルド地区からはオッドレイフの息子のケストが出かけて行っ

た。そこでは他に誰もいなかった。それがヒャルテイとギツールに気に入らなかった。そ

の時コズラオンの息子のオルムカざ話し始めた－彼はギルスバッキイに宿泊していた，

何故ならばイルギの息子のヘルムンドが彼の娘グンヒルドと結婚していたからなんだ－

私の兄弟の広く世界を旅したソルバルドが私と同郷ということを思い出すだろう，そして

貴方が私を歓迎するつもりなら，私は行くだろう。彼等はそれを承諾し，彼はその時す〈・

に洗礼を施された｡翌日ソルケイルは法の岩へ来るようにと言う知らせをテントへ送った。

人々が法の岩へやって来ると，人々がこの国に法を持たないと予期せぬ事態に入ってしま

うと彼には思われると彼は話し，人々がそうしないように彼は頼み，戦いと不和を起こさ

ず，荒廃を準備しないよう話した。彼はまた一人はデンマークにいたダーグ，もう一人は














